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1 平面図形の基礎

1.1 直線

2 点 A, B を通り、両方に限りなくのびているまっすぐな線を直線 AB といいます。また、直線 AB のう

ち、点 Aから点 Bまでの部分を線分 ABといい、線分 ABの長さを 2点 A, B間の距離といいます。この

とき、線分 ABの長さを「AB」で表します。さらに、点 Aを端として他方（点 Bの方向）に限りなくのびて

いるものを半直線 ABといいます。両方に限りなくのびているのではなく、
::
半分（片方）だけ

::::
直線になって

いると考えてください。

【例題 1－ 1】

2点 A, Bが図のように与えられているとき、次の図をかきなさい。

(1) 直線 AB

A B

(2) 線分 AB

A B

(3) 半直線 AB

A B

(4) 半直線 BA

A B

＜解説＞

(1) 直線 ABは、2点 A, Bを通り、両方に限りなくのびているまっすぐな線なので、次のようになります。

A B

ただ、「両方に限りなくのびる」といっても、かくスペースには限りがあります。かくスペースが指定さ

れている場合には、そのスペースいっぱいにかき、特に指定されていない場合には、 2点 A, Bを通る過

ぎるように、適当な長さ延長しておけば問題ありません。

(2) 線分 ABは、(1)でかいた直線の点 Aから点 Bまでの部分になります。つまり、点 A(B)と点 B(A)を結

んだまっすぐな線をかけばよいので、次のようになります。

A B

(3) 半直線 ABは、Aを端として、点 Bの方向に限りなくのびているまっすぐな線になるので、次のように

なります。

A B
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(4) 半直線 BAは、半直線 ABとは異なり、点 Bを端として、点 Aの方向に限りなくのびているまっすぐな

線なので、次のようになります。

A B

直線 ABと直線 BA、線分 ABと線分 BAは同じものを表しますが、半直線 ABと半直線 BAは異なるも

のになるので注意してください。
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1.2 角

3つの点 A, B, Cをとり、Aを端の点とする半直線 ABと半直線 ACをかきま

A

B

C

a

す。このようにしてできる図形を角といい、記号で ∠BAC（∠CAB）と表し、「角

BAC」と読みます。また、∠BACの大きさを ∠Aや ∠aのように表すこともある
ので覚えておきましょう。

【例題 1－ 2】

右の図において、次の角の大きさを求めなさい。

A B

C
D

O

45◦30◦

(1) ∠AOC (2) ∠DOB

(3) ∠COD (4) ∠AOD

＜解説＞

(1) ∠AOCは、半直線 OAと OCによりできる図形なので、その大きさは図より、

∠AOC = 30◦

(2) ∠DOBは、半直線 ODと OBによりできる図形なので、その大きさは図より、

∠DOB = 45◦

(3) ∠CODは、半直線 OCと ODによりできる図形です。その大きさは、図からは直接わかりませんが、一

直線の作る角 ∠AOBの大きさが 180◦ であるので、

∠COD = ∠AOB− (∠AOC+ ∠BOD)

= 180◦ − (30◦ + 45◦)

= 180◦ − 75◦ = 105◦

(4) ∠AODは、半直線 OAと ODによりできる図形です。その大きさは (3)より、

∠AOD = ∠AOC+ ∠COD

= 30◦ + 105◦ = 135◦

または、一直線の作る角 ∠AOBから ∠DOBを取り除くことによって、

∠AOD = ∠AOB− ∠DOB

= 180◦ − 45◦ = 135◦
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1.3 2直線の位置関係

2つの直線に関する位置の関係について考えるとき、手元に 2つの棒状のもの（ペンなど）を用意し、それ

らを動かしていろいろな置き方をしてみると、イメージがつかみやすくなります。

同じ平面上に 2つの直線 l, mがあるとき、この 2直線の位置関係には、次の 3つの場合が考えられます。

1⃝ 1点で交わる

l

m

2⃝ 交わらない

l

m

3⃝ 一致する

l
m

1⃝のように 2つの直線が 1点で交わるとき、その交点を Pとします。この
P

l

m

とき、∠Pの大きさが 90◦（直角）であると、lとmは垂直である（直交する）

といい、l ⊥ mと表します。また、図では右図のようにして直角であることを

表します。

垂直な 2直線の一方を、他方の垂線といいます。

右の図のように点 Pから直線 l上の点 Qと結んだとき、PQ ⊥ l となると線 P

Q
l

分 PQの長さは最も短くなり、この長さを点 Pと直線 lとの距離といいます。

2点 A, B間の距離が線分 ABの長さになりますが、これも、2点 A, Bを結ん

だときに「最も短くなる」長さだからです。

このように、数学で「距離」を考えるときは、「最短の長さ」になります。

次に、 2⃝のように 2 つの直線が交わらないとき、l と m は平行であるとい

|| || ||

l

m

P P Pい、l // mと表します。また、図では右図のようにして、平行である 2つの直

線に同じ向きの矢印をつけることで、平行であることを表します。このとき、

直線 l上に点 Pをとったとき、点 Pが直線 l上のどこにあっても、点 Pと直線

lとの距離は一定になり、この距離を平行な 2直線 l, m間の距離といいます。

【例題 1－ 3】

右の図の中から、2直線の位置関係が、次のようになってい 1⃝

2⃝

3⃝

4⃝

るものをそれぞれ記号で答えなさい。

(1) 平行 (2) 垂直
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＜解説＞

それぞれの直線は右図のような関係になっています。 1⃝

2⃝

3⃝

4⃝
(1) 交わらない 2つの直線は、

2⃝と 3⃝

(2) 直角に交わる 2つの直線は、

1⃝と 2⃝, 1⃝と 3⃝
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2 円とおうぎ形

2.1 円とおうぎ形

右の図のように、平面上のある 1 点から等しい距離にある点の集まりを円、また

O ||
||

||||||

||
||
||

|| ||
||

||

は、円周といいます。このとき、図のように基準となる点を Oとすると、点 Oを円

の中心といい、Oを中心とする円を円Oと表します。

また、次の図のように 2点 A, Bを両端とする円周の一部を弧ABといい、

(

ABの

ように表します。2点 A, Bにはさまれる弧は、図のように短いもの（劣弧）と長い

もの（優弧）の 2つがありますが、普通、弧 ABというときは短い弧（劣弧）をさします。

(i) 弧 AB（短い）

O

A B

(ii) 弧 AB（長い）

O

A B

そして、円周上の 2点を結ぶ線分を弦といい、そのうち、円の中心を通るものを直径といいます。また、円

の中心と円周上の点を結ぶ線分を半径といいます。

(i) 弦

弦

(ii) 直径と半径

直径
半径

円の中心を頂点とし、2辺が弧の両端を通る角（∠AOB）を、その弧（

(

AB）に

O

A B
中心角

対する中心角といいます。また、それとは逆に、

(

AB を中心角 ∠AOB に対する

弧といいます。

右の図のように 1つの弧（

(

AB）とその中心角を与える 2辺（OA, OB）で囲ま

れた図形（色のついた部分）をおうぎ形といいます。
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2.2 円の周の長さと面積

円周の長さの直径に対する割合を円周率といい、次の式によって得られる値になります。

(円周率) = (円周の長さ)÷ (直径)

この値は円の大きさにかかわらず、どのような円でも同じで、次のようにどこまでも続く値になります。

3.1415926535897932384626433832795028841971693 · · · · · ·

この値をそのまま使うのは不便であるので、普通、円周率には「3.14」という数を用いたり、「π（パイ）」と

いう記号を用いて表すこともあります。

【例題 2－ 2】

半径 r の円があるとき、次のものをそれぞれ r を用いて表しなさい。ただし、円周率は π とします。

(1) 円の周の長さ l (2) 円の面積 S

＜解説＞

(1) 円の周の長さは、

(円の周の長さ) = (直径)× (円周率)

で求めることができます。また、直径は半径の 2倍であるので、半径を用いると、

(円の周の長さ) = 2× (半径)× (円周率)

で求めることができます。この式に、円の周の長さ l、半径 r、円周率 π をあてはめて、

l = 2× r × π = 2πr

(2) 円の面積は

(円の面積) = (半径)× (半径)× (円周率)

で求めることができるので、この式に、円の面積 S、半径 r、円周率 π をあてはめて、

S = r × r × π = πr2

【演習 2－ 2】

次の円について、面積 S と周の長さ lを求めなさい。ただし、円周率は π とします。

(1) 直径が 8 cmの円 (2) 半径が 3 cmの円
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2.3 おうぎ形の弧の長さと面積

右の図のように、おうぎ形は円の一部分です。そこで、中心角が 360◦ になっ

O

A B
x◦

r

ているおうぎ形が円になると考えると、中心角が x◦ のおうぎ形は、円の x
360

（円を 360 等分したときの x個分）になります。このことから、半径 r、中心角

x◦ のおうぎ形の弧の長さと面積は、次のようにして求めることができます。

(おうぎ形の弧の長さ) = (円の周の長さ)× x
360

= 2πr × x
360

(おうぎ形の面積) = (円の面積)× x
360

= πr2 × x
360

このとき、おうぎ形の弧の長さを lとすると、

(おうぎ形の面積) = πr2 × x
360

= 1
2

× 2× πr × r × x
360

= 1
2

×
(
2πr × x

360

)
× r

= 1
2
lr

のように表され、おうぎ形の面積は、底辺 l、高さ rの三角形の面積を求めるものだと考えることができます。

【例題 2－ 3】

次のようなおうぎ形の弧の長さと面積を求めなさい。

(1) 半径 4cm、中心角 60◦

60◦ 4cm

(2) 半径 5cm、中心角 144◦

144◦

5cm

＜解説＞

(1) 半径 4cm、中心角 60◦ のおうぎ形の弧の長さと面積は、円の 60
360

になるので、

(おうぎ形の弧の長さ) = 2 1 × π × 4× 60 1

360 3 = 4
3
π（cm）

(おうぎ形の面積) = π × 4× 4 2 × 60 1

360 3 = 8
3
π（cm2）

また、求めたおうぎ形の弧の長さから、次のようにして面積を求めることもできます。

(おうぎ形の面積) = 1
2

× 4
3
π × 4 = 8

3
π (cm2)
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(2) 半径 5cm、中心角 144◦ のおうぎ形の弧の長さと面積は、円の 144
360

になるので、

(おうぎ形の弧の長さ) = 2× π × 5 1 × 144 2

360 1 = 4π（cm）

(おうぎ形の面積) = π × 5× 5 1 × 144 2

360 1 = 10π（cm2）

また、求めたおうぎ形の弧の長さから、次のようにして面積を求めることもできます。

(おうぎ形の面積) = 1
2

× 4π × 5 = 10π (cm2)

【演習 2－ 3】

次のようなおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。

(1) 半径 10 cm、弧の長さ 4π cm (2) 半径 12 cm、面積 18π cm2
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3 点の集合と作図

3.1 三角形の決定条件

三角形の 3つの頂点を A, B, Cとするとき、このような三角形を△ABCと表します。

三角形は次のいずれかの条件が与えられると、三角形をただ 1つに決めることができます。

1⃝ 3辺の長さ

2⃝ 2辺の長さとその間の角の大きさ

3⃝ 1辺の長さとその両端の角の大きさ

【例題 3－ 1】

次の (1)～(4)について、△ABCがただ 1通りに決まるのはどの場合ですか。番号で答えなさい。

(1) AB =4cm, BC =3cm, CA =2cm (2) AB =5cm, BC =6cm, ∠B =45◦

(3) AB =7cm, CA =9cm, ∠C =30◦ (4) BC =3cm, ∠B =60◦, ∠C =20◦

＜解説＞

適当な形、大きさの三角形を用意し、その三角形に与えられた条件をあてはめると考えやすくなります。

(1) 三角形の「3辺の長さ（ 1⃝）」が与えられているの
で、1通りに決まります。

A

B C

4cm

3cm

2cm

(2) 三角形の「2辺の長さとその間の角の大きさ（ 2⃝）」
が与えられているので、1通りに決まります。

A

B C

5cm

6cm

45◦

(3) 三角形の「2 辺の長さと 1 つの角の大きさ」が与

えられていますが、2辺の間の角ではありません。

そのため 1通りには決まりません。
A

B C

7cm 9cm

30◦

(4) 三角形の「1 辺の長さとその両端の角の大きさ

（ 3⃝）」が与えられているので、1 通りに決まりま

す。
A

B C3cm

60◦ 20◦

以上のことから、△ABCがただ 1通りに決まるのは、

(1), (2), (4)
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3.2 作図の基本

直線を引くための定規と、円をかいたり長さを移したりするためのコンパスのみを使って図形をかくこと

を、作図といいます。作図の場合、定規は長さを測るために使うのではないことに注意してください。

また、作図の問題の解答では、どのように作図をしたのかわかるように、作図に使った線は消さないで残し

ておきます。

【例題 3－ 2】

3辺 AB, BC, CAが次の図に示された長さとなるような△ABCを作図しなさい。

A B B C C A

＜解説＞

大きさ、形が同じ三角形（合同な三角形）を作図できれば、どのような手順で A

B C

作図をしてもかまいませんが、ここではその一例を紹介します。

まずは、△ABCがどのような向きにするのかを決めておきます。△ABCをか

くとき、右図のように、頂点 Aが上にあり、辺 BCが下にある三角形をイメージ

することが多いと思うので、その向きの三角形を作図してみます。

そこで、まずは基準となる底辺 BCを作図するために、適当な長さの直線を横に 1本引きます。そして、そ

こに辺 BCを作図しますが、定規で長さを測ることができないので、問題に与えられている辺 BCの長さにな

るようにコンパスを広げ、そのコンパスの幅が変わらないようにしながら、先ほどかいた直線にその長さを写

し取ります。

B C

あとは、頂点 Aを特定できれば△ABCを作図することができます。そこで、先ほどと同じようにして、問題

に与えられている辺 ABと辺 CAの長さをコンパスで測りとり、頂点 B、頂点 Cにコンパスの針をそれぞれ

合わせて、辺 AB、辺 CAを半径とする円をかきます。そのとき、それぞれの円がどこで交わるのかがわかれ

ばよいので、円全部をかく必要はなく、交わりそうな部分のみかけば問題ありません。

B C

A
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これで、△ABCのすべての頂点 A, B, Cを作図できたので、あとはそれぞれの頂点を結べば△ABCを作図

することができます。

B C

A

また、問題では 3つの辺 AB, BC, CAの長さが与えられていることになるので、△ABCはただ 1つに決まる

こともポイントです。
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3.3 垂直二等分線

ある線分を垂直に 2等分する直線を、垂直二等分線といます。

A B

ここでは、右の図のような線分 ABを垂直に 2等分する直線（垂直二

等分線）の作図を考えます。

線分 ABの垂直二等分線を作図するには、まず、線分の両端の点 A, B

をそれぞれ中心とするような等しい半径の円をかきます（右図）。このと

き、円の半径は 2 つの円が交わるような大きさである必要があります。

また、2つの円の交点がわかればよいので、円をすべてかく必要はありま

せん。

次に、2つの円の交点（ここではわかりやすいように P, Qとします）

A B

P

Q

| |

||
||

を通る直線を引くと、この直線（直線 PQ）が線分 AB の垂直二等分線

になります。

なぜ直線 PQが線分 ABの垂直二等分線になるかというと、AP, BP,

AQ, BQはそれぞれ等しい半径の円の半径であるので、

AP = BP = AQ = BQ

となり、四角形 AQBPはひし形になります。ひし形には、

•対角線は直交する（垂直に交わる） •対角線はそれぞれの中点で交わる

という性質があるので、ひし形 AQBPの対角線である線分 ABと PQは、PQは ABを垂直に 2等分する、

つまり、ABの垂直二等分線になるからです。

このことから、垂直二等分線は次の手順により作図することができ

A B
中点

| |
|| ||

◦ ◦
|| ||
| |

ます。

1⃝ 線分の両端の点をそれぞれ中心とするような等しい半径の円をかく

2⃝ 2つの円の交点を通る直線を引く

また、線分と垂直二等分線の交点は線分の中点になるので、同じ手順

により中点も作図できることになります。

さらに、線分 ABの垂直二等分線上の点は、2点 A, Bから等しい距離

にある点の集まりになります。このことはとても重要なので、しっかり覚えておきましょう。

【例題 3－ 3】

下の図のような 2点 A, Bがあります。線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

A

B
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＜解説＞

まず、点 A, Bをそれぞれ中心とするような等しい半径の円をかきます。

A

B

次に 2つの円の交点を通る直線を引けば、線分 ABの垂直二等分線を作図することができます。

A

B

||

||

【演習 3－ 3】

下の図のような 2点 A, Bと直線 lがあります。直線 l上に点 Pをとって、AP = BPとなるようにした

いと思います。点 Pを作図しなさい。
A

B

l
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3.4 角の二等分線

角を 2等分する半直線を角の二等分線といいます。 A

BO

ここでは、右の図のような ∠AOBの二等分線を作図します。

∠AOBの二等分線を作図するには、まず、点Oを中心とする円をかきます（右

図）。このとき、辺 OAと辺 OBとの交点がわかればよいので、円をすべてかく

必要はありません。

次に、辺 OAと辺 OBとの交点（ここではわかりやすいように P, Qとします） A

BO

P

Q

をそれぞれ中心とするような等しい半径の円をかきます（右図）。このとき、円の

半径は、2つの円が交わればどのような長さでもかまいませんが、OPと同じ長

さにしておくと作図が楽です。また、2つの円の交点がわかればよいので、円を

すべてかく必要はありません。

最後に、点 Oから 2つの円の交点（ここではわかりやすいように Rとします） A

BO

P

Q

Rを通る半直線を引くと、この半直線（半直線 OR）が ∠AOB の二等分線になり

ます。

なぜ半直線 ORが角の二等分線になるかは、△PORと △QORという 2つの

三角形が合同になるからです。（三角形の合同を学習してから、下の解説を読ん

でみてください。）

△PORと△QORにおいて、

PO = QO, PR = QR, OR = OR

と 3つの辺の長さが等しいため 2つの三角形は合同になります。合同な図形では対応する角の大きさが等しく

なるため、

∠POR = ∠QOR

となり、半直線 ORは ∠AOBの二等分線であることがわかります。

このように、角の二等分線は次の手順により作図することができます。

|

|

||

||

||
|

|||

••

1⃝ 角の頂点を中心とする円をかく

2⃝ その円と角を作る 2辺との交点を中心とするような等しい半径の円をかく

3⃝ 角の頂点から、2つの円の交点を通る半直線を引く

また、角の二等分線上の点は、右の図のように 2辺から等しい距離にある点の集まりになります。

【例題 3－ 4】

下の図において、∠AOBの二等分線を作図しなさい。

A

B
O



—まなびの学園【http://www.manabino-academy.com】— 16

＜解説＞

手順では 90◦ よりも小さい角（鋭角）について説明をしましたが、この例題では、90◦ よりも大きい角（鈍

角）について角の二等分線を作図します。しかし、鈍角であっても、角の二等分線の作図方法は鋭角のときと

同じです。

まずは、角の頂点である点 Oを中心とする円をかきます。

A

B
O

次に、その円と辺 OA, OBとの交点を中心とするような等しい半径の円をかきます。

A

B
O

そして、角の頂点 Oから２つの円の交点を通る半直線をひくことで、∠AOBの二等分線を作図することが

できます。

A

B
O

【演習 3－ 4】

右の図のような△ABCにおいて、辺 AB, BC, CAから等しい距離にある点 A

B C

Pを作図しなさい。
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3.5 直線上にある点を通る垂線

右の図のような直線 l上にある点 Pを通る lの垂線の作図を考えます。
PQ R

l
ここで、図のように直線 l 上に点 Q, Rをとると、∠QPRは一直線の

作る角になるので、その大きさは、

∠QPR = 180◦

になります。直線 lの垂線は、直線 lと垂直に交わる直線、つまり、直線 lとその垂線の作る角の大きさは 90◦

になるので、

180◦ ÷ 2 = 90◦

になることから、点 Pを通る直線 lの垂線は、∠QPRの二等分線を作図すればよいことになります。

そこでまず、点 Pを中心とする円をかき、直線 l との交点を A, Bと

PA BQ R
l

します。そして、2点 A, Bを中心とする等しい半径の円をかき、その 2

つの円の交点と点 Pを結ぶことで、∠QPRの二等分線、つまり、点 Pを

通る直線 lの垂線を作図することができます。

以上のことから、次の手順により垂線を作図することができます。

1⃝ 基準となる点を中心とする円をかく

2⃝ 円と直線との交点を中心とする等しい半径の円をかく

3⃝ ２つの円の交点と基準となる点を結ぶ直線を引く

【例題 3－ 5】

下の図のような線分 ABがあります。線分 ABを 1辺とする正方形（すべての辺の長さが等しく、すべ

ての角の大きさの等しい四角形）を 1つ作図しなさい。

A B

＜解説＞

正方形を作図する手順は複数あるので、ここではその一例を紹介します。

まず、∠A, ∠Bが 90◦（直角）になるように、点 A, Bにおいて、線分

A B

ABの垂線をひきます。そのために、線分 ABを延長して直線 ABにし

ておきます。

次に、点 A, Bをそれぞれ中心とする円をかき、さらに、その円と直線

ABとの交点を中心とする円をかきます。そして、その円の交点と点 A,

Bをそれぞれ結んだ直線を引けば、この直線が点 A, Bにおける線分 ABの垂線になり、、∠A, ∠Bは 90◦ に

なります。
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正方形にするには、垂線の長さが線分 ABの長さと等しくならなけれ

A B

ばいけません。そこで、コンパスを線分 ABの長さに合わせて、点 A, B

からその長さ分だけ垂線を切り取ります。定規を使って長さを測っては

いけないので注意してください。あとは、切り取られた垂線のところで

つなげてあげれば、正方形の出来上がりです。

【演習 3－ 5】

大きさ 45◦ の角を作図しなさい。
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3.6 直線上にない点を通る垂線

ひし形（4つの辺の長さが等しい四角形）には、「対角線が直交する（垂 P

Q R

S

l

||

|| ||

||直に交わる）」という性質があります。

そこで、直線 l 上にない点 Pを通る垂線を作図するとき、右の図のよ

うに、点 Pを頂点とし、直線 l 上にひし形の対角線 (QR)が重なるよう

なひし形を作ることができれば、直線 PSが点 Pを通る直線 l の垂線に

なります。

このことから、基準となる点が直線上にあるかないかにかかわらず、次の手順により垂線を作図することが

できます。

1⃝ 基準となる点を中心とする円をかく

2⃝ 円と直線との交点を中心とする等しい半径の円をかく

3⃝ ２つの円の交点と基準となる点を結ぶ直線を引く

【例題 3－ 6】

右の図のような直線 l と、直線 l 上にない点 Pがあります。このと
P

l

き、点 Pを通る直線 lの垂線を作図しなさい。

　

＜解説＞

まず、直線 lと交わるように点 Pを中心とする円をかきます。（このと P

A B
l

き、直線 lと円との交点を A, Bとしておきます。）

次に、点 A, B から等しい半径の円を交点が 1 つもつようにかき、そ

の交点と点 Pを結ぶ直線をひくことで、点 Pを通る lの垂線を作図する

ことができます。
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4 対称な図形

4.1 線対称

右の図のように、ある直線を折り目として折り返すとき、両側の部分がぴったり 対称の軸

A A′

B B′

| |

|| ||

重なり合う図形は線対称であるといい、折り目にした直線を対称の軸（または、対

称軸）といいます。また、対称の軸で折り返したとき、ぴったりと重なる点、辺、角

をそれぞれ、対応する点、対応する辺、対応する角といいます。

線対称な図形には、対称軸が必ず 1本はあり、複数ある場合もあります。さらに、

対称軸は、対応する点を結ぶ線分の垂直二等分線になります。つまり、対応する 2

点を結ぶ線分は、対称軸と垂直に交わり、対応する 2点は、その 2点を結ぶ線分と

対称軸との交点から等しい距離にあります。

【例題 4－ 1】

下の図において、直線 lが対称軸になるように線対称な図形をかきなさい。

l

＜解説＞

対称軸に鏡を置いて鏡をのぞいたときにときに出来上がる図形が、ちょうど線対称な図形になります。対称

軸をはさんで左右対称で、ぴったり重なる図形です。

また、大きさのあるものをとらえるとき、全体をとらえるのではなく、特徴的な部分（「頂点」など）に着目

すると考えやすくなります。

まずは、元になる対称軸の左側の図について、頂点などの特徴的な点を選 l

A

B

C

D

E

A′

B′

C′

D′

E′

び出します。ここでは説明のため、それぞれの頂点を点 A, B, C, D, E とし

ます。

次に、対称軸が対応する点を結ぶ線分を垂直に 2等分するように、点 A, B,

C, D, Eに対応する点 A′, B′, C′, D′, E′ をかきます。ちょうど、対称の軸を

はさんで反対側になります。

最後に、点 A′, B′, C′, D′, E′ を順に結べば、線対称な図形をかくことがで

きます。
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【演習 4－ 1】

次のアルファベットの中から、線対称なものを選びなさい。

A　 B　 C　 D　 E　 F　 G　 U　 V　W　 X　 Y　 Z
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4.2 点対称

右の図のように、ある点を中心として 180◦ 回転（半回転）するとき、もと

A

A′

B

B′

C

C′

|

|

||

||

||
|

||
|

対称の中心

の図形にぴったり重なり合う図形は点対称であるといい、回転の中心とした点

を対称の中心といいます。

点対称な図形では、対応する点を結ぶ線分は対称の中心を通り、対称の中心

によって 2等分されます。また、線対称な図形の場合、対称の軸が複数存在す

る場合がありましたが、点対称な図形の対称の中心は 1つしか存在しません。

【例題 4－ 2】

下の図において、点 Oが対称の中心になるように、点対称な図形をかきなさい。

O

＜解説＞

まずは、元になる図について、頂点などの特徴的な点を選び出します。ここ

AB

C

D

E

F G

O

A′
B′

C′

D′

E′

F′G′では説明のため、それぞれの頂点を点 A, B, C, D, E, F, Gとします。

次に、対称の中心が対応する点を結ぶ線分を 2等分するように、点 A, B, C,

D, E, F, G に対応する点 A′, B′, C′, D′, E′, F′, G′ をかきます。ちょうど、

対称の中心をはさんで反対側になります。

最後に、点 A′, B′, C′, D′, E′, F′, G′ を順に結べば、点対称な図形をかくこ

とができます。

【演習 4－ 2】

次のアルファベットの中から、点対称なものを選びなさい。

H　 I　 J　 K　 L　M　 N　 O　 P　 Q　 R　 S　 T
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4.3 多角形

いくつかの線分で囲まれた図形のことを多角形といいます。そして、すべての辺の長さが等しく、すべての

角の大きさが等しい多角形を正多角形といい、次のようなものがあります。

(i) 正三角形

||

||

||

(ii) 正四角形（正方形）

||

||

||

||

(iii) 正五角形

||||

||

||

||

【例題 4－ 3】

正三角形、正方形、正五角形、正六角形について次の問いに答えなさい。

(1) 線対称であるものはどれか選びなさい。また、対称軸はそれぞれ何本あるか答えなさい。

(2) 点対称であるものはどれか選びなさい。

＜解説＞

各図形は次の図のようになります。

1⃝ 正三角形

||

||

||

2⃝ 正方形

||

||

||

||

3⃝ 正五角形

||||

||

||

||

4⃝ 正六角形

||||

||

|| ||
||

(1) 角（頂点、辺）の数が奇数である正多角形は、頂点を通る各辺の垂直二等分線が対称軸になります。また、

角（頂点、辺）の数が偶数である正多角形は、向かい合う 2つの頂点を結ぶ直線と、各辺の垂直二等分線

が対称軸になります。そのため、すべての正多角形は線対称な図形になり、対称軸の本数は次の通りです。

1⃝ 正三角形

3本

2⃝ 正方形

4本

3⃝ 正五角形

5本

4⃝ 正六角形

6本

(2) 点対称な図形は、このテキストを上下さかさまにしても同じ形の図形を選べばよいので、
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1⃝ 正三角形

||

||

||

2⃝ 正方形

||

||

||

||

3⃝ 正五角形

|| ||

||

||

||

4⃝ 正六角形

||||

||

|| ||

||

上の図から点対称な図形は、

正方形、正六角形

となり、角（頂点、辺）の数が偶数である正多角形はすべて、点対称な図形になります。

【演習 4－ 3】

1⃝～ 8⃝の図形について、次の問いに答えなさい。
1⃝ 二等辺三角形

|| ||

2⃝ 直角三角形 3⃝ 正三角形

||

||

||

4⃝ 台形

5⃝ 平行四辺形 6⃝ ひし形

||

|| ||

||

7⃝ 長方形 8⃝ 正方形

||

||
||

||

(1) 線対称である図形を選びなさい。また、対称軸はそれぞれ何本あるか答えなさい。

(2) 点対称である図形を選びなさい。
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4.4 円と直線

円は対称軸（直径）が無数にある線対称な図形です。また、円の中心を対称の中心とする、点対称な図形で

もあります。

円と直線の位置関係を調べてみると、次のような 3つの場合が考えられます。

(i) 2点で交わる

O

(ii) 1点だけ共有する（接する）

O

接点 接線

(iii) 交わらない

O

(ii)のように円と直線が 1点だけを共有するとき、直線は円に接するといい、その点を接点、その直線を接

線といいます。このとき、(ii)の図形は、円の中心 Oと接点を結ぶ直線に対して線対称な図形になります。一

直線の作る角の大きさは 180◦ になるので、対称軸によって同じ大きさに分けられると、

180◦ ÷ 2 = 90◦

となり、円の接線は、接点を通る半径（接点と円の中心を通る直線）と垂直になります。

【例題 4－ 4】

次の図において、点 Pにおける円 Oの接線を作図しなさい。

O

P

＜解説＞

接線は、円の中心（点 O）と接点（点 P）を結ぶ直線と垂直になるので、点

O

P

A

BPにおける円 Oの接線は、点 Pにおける直線 OPの垂線を作図すればよい

ことになります。

そこで、まず半直線 OPを引き、点 Pを中心とする適当な大きさの半径の

円をかきます。（説明のため、半直線 OPと円との交点を A, Bとします。）

次に、2点 A, Bを中心とする等しい半径の円をかき、その交点と点 Pを

結ぶ直線を引けば、点 Pにおける直線 OPの垂線、つまり、点 Pにおける円

Oの接線を作図することができます。
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【演習 4－ 4】

下の図において、点 Aで直線 lに接し、点 Bを通る円の中心 Oを作図しなさい。

A

B

l



—まなびの学園【http://www.manabino-academy.com】— 27

5 図形の移動

5.1 平行移動

次の図のように、△ABCを向きや大きさを変えることなくずらして、△A′B′C′ になったとします。

A

B

C

A′

B′
C′

このように、ある図形を、一定の方向に、一定の距離だけずらす移動を平行移動といいます。このとき、図

形上のすべての点が、同じ方向に同じ距離だけ移動するので、対応する 2点を結ぶ線分は、平行で長さは等し

くなります。先の図では、

AA′ // BB′ // CC′, AA′ = BB′ = CC′

という関係が成り立っています。また、対応する線分は、平行で長さが等しいので、

• AB = A′B′, AB // A′B′ • BC = B′C′, BC // B′C′ • CA = C′A′, CA // C′A′

という関係も成り立ちます。

【例題 5－ 1】

次の△ABCを矢印の方向に、その長さだけ平行移動した図形をかきなさい。

A

B

C

＜解説＞

図形上のすべての点を、同じ方向に同じ距離だけ移動させれば平行移動させることができますが、すべての

点を移動させるのは面倒です。そのため、大きさのあるものの移動を考えるときには、目印となるような特徴

的な点を移動させることを考えます。
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三角形で特徴のある点といえば、ずばり「頂点」です。そこで、三角形の頂点 A, B, Cをそれぞれ矢印の方

向にその長さだけ移動させます。（説明のため、その点を A′, B′, C′ とします。）そして、その 3点を結べば

△ABCを平行移動した△A′B′C′ をかくことができます。

A

B

C

A′

B′ C′
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5.2 対称移動

用紙を半分に折って広げ、その用紙の左側にインクをたっぷりとつけてある図をかいたあとで、また用紙を

半分に折って広げれば、用紙の右側にも向きが反対になった同じ図形があらわれます。このように、ある図形

を折り返して移すことを対称移動といい、折り目を対称の軸といいます。次の図では、直線 lを折り目として

△ABCを対称移動させると、△A′B′C′ となり、直線 lが対称の軸となります。

A

B

C

l
A′

B′

C′

| |

|| ||

||| |||

このとき、△ABCと△A′B′C′ は直線 lを対称の軸として対称である、または、線対称であるといい、線対

称な図形と同じように、対称の軸 lは、対応する 2点を結ぶ線分の垂直二等分線になります。

【例題 5－ 2】

次の図の△ABCと、直線 lを対称の軸として線対称である図形をかきなさい。

A

B

C

l

＜解説＞

線対称な図形をかく手順と同じように、対称軸である直線 lが対応する点を結ぶ線分を垂直に 2等分するよ

うに、点 A, B, Cに対応する点 A′, B′, C′ をかき、それを結びます。

A

B

C

l
A′

B′

C′
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5.3 回転移動

用紙に何か図をかき、その用紙の 1点を画びょうなどでとめて用紙を動かすと、図が移動します。このよう

に、ある図形を、ある点を中心として一定の角度だけ回転する移動を回転移動といいます。

次の図のように、△ABCを点 Oを中心に回転移動させて、△A′B′C′ になるとき、点 Oを回転の中心とい

います。

O

A

B

C

A′

B′
C′

A′′

B′′

C′′

このとき、図形上のすべての点が回転の中心 Oを中心とする同じ円周上を同じ角度だけ動きます。つまり、

それぞれ対応する点は、回転の中心から等しい距離になり、

OA = OA′, OB = OB′, OC = OC′

という関係が成り立ち、また、対応する点を、回転の中心 Oと結んでできる角（回転角）はすべて等しく、

∠AOA′ = ∠BOB′ = ∠COC′

という関係も成り立ちます。

そして、△ABCを点 Oを中心に回転角が 180◦ になるような回転移動（△A′′B′′C′′）を特に、点対称移動と

いい、回転の中心 Oを対称の中心といいます。このとき、△ABCと△A′′B′′C′′ は点 Oを中心として対称で

ある、または、点対称であるといいます。

【例題 5－ 3】

次の図のような △ABCがあります。点 Bを中心として左回り（反時計回り）に 90◦ 回転移動した三角

形を作図しなさい。

A

B

C
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＜解説＞

図形を回転移動するとき、その図形上のすべての点が、回転の中心を中心とする円周上を同じ角度だけ動き

ますが、「すべての点」を移動させるのは無理があるので、頂点などの特徴的な点を移動させます。このとき、

対応する点は、「回転の中心からの距離」と「回転角」という 2つの要素が決まれば特定することができます。

どちらの要素から決めていってもいいのですが、ここでは「距離」、「回転角」という順で行います。

点 Aを回転移動させたときに対応する点を A′ とすると、対応する点
A

B

C
A′は、回転の中心 Bから等しい距離になるので、BA = BA′ となり、点 A′

は点 Bを中心とする半径 BAの円の円周上のどこかにあります。

次に、回転角が 90◦ になるので、∠A′BA = 90◦ となります。90◦ を作

図するには垂線を作図すればよいので、AB を延長して、直線 AB上の

点 Bを通る垂線を作図します。これで、「距離」と「角度」が決まったの

で、点 Aに対応する点 A′ は右の図のようになります。

そして、点 Cに対応する点 C′ も、同じようにして「距離」と「回

A

B

CA′

C′
転角」を決めれば、右の図のように特定されます。

このことから、点 A′, B, C′ を結ぶと△ABCを左回りに 90◦ 回

転移動した三角形を作図することができます（作図に使用した線は

残しています）。


